松浦市×松浦高校の協働教育
「　まつナビ　」
	令和２年７月３１日
	フィールドワーク振り返り

	本時の目的
	①＜全体で＞今日やることを確認

　　　a.今日の手順確認、b.本発表に向けた手順確認、
②＜ここから各部屋に移動＞
a. フィールドワークの反省
　　　b. フィールドワーク成果の整理と分析
　　　c. フィールドワーク後の方向性と活動計画を確認
　　　d. 今後の予定を確認
　　　e. 礼状の作成

	本時の進め方

	＜全体で＞
展開①　本時にやることの確認。　　　　　　　　　
a.今日の手順確認
b.１０/2３(金)の松鵬祭発表に向けた手順の確認
※発表の内容
ひと班７分以内の発表＋発表概要（Ａ４で１枚）
①基礎計画のテーマ・到達目標・達成方法について
②フィールドワークの状況・わかったこと
③今後の展望・計画（提言に向けて）
＜各部屋へ移動＞
展開②　フィールドワークの反省。
　　　　フィールドワーク個人レポートを基に、メンバー全員が発表。
　　　　〇よかったこと　　〇うまくいかなかったこと
　　　　〇得られたもの
　　　　チームとしてのまとめを、チームレポート用紙に記入。
展開③　フィールドワークの成果についての整理と分析。
　　　　各班で必要な活動を行います。

　　　　〇アンケートの集計など　　　〇調査・視察結果の分析
展開④　フィールドワークの結果の整理。

　　　　〇わかったこと　　　　〇わからなかったこと
展開⑤　フィールドワーク後の方向性／活動計画の確認。
基礎計画（基礎計画まとめ）を参考にする。

　　　　〇基礎計画のテーマ・到達目標は達成できそうか
　　　　　　→できそうにない場合、どうしたらできそうになるか。
→テーマ・到達目標自体を変更した方がいいのか。
　　　　〇地域の課題や問題点が具体的に見えてきたか。
→見えない場合には、どうやったら見えるようになるか。

　　　　〇提言できそうなことは見えてきたか。
　　　　　　→見えない場合には、どうやったら見えるようになるか。
展開⑥　松鵬祭発表に向けた役割分担をする。
展開⑦　「次時に向けて」を確認させ、次回までにやるべきことがあれば、グループレポートに記入する。
展開⑧　フィールドワークでお世話になったところへの礼状作成。
	○個人レポートは事前に記入しておくこと。

○この反省は、フィールドワークの「活動自体」の反省です。
○フィールドワーク結果のまとめです。
○フィールドワーク結果から、今後の方向性をさぐります。

○客観性と理由づけが伴った提言をつくりあげることが最終的なゴールです。そのゴールにどうやったらたどり着けるか、計画を立てます。
○全員が何らかの役割を担います。



	次時に向けて

	1 　本日の活動を、サブリーダーがチームレポートに記入し、個人レポートとともに提出します。

2 　フィールドワーク後の課題を解決するための方法や具体的計画について考えます。（必要に応じて夏休み中に個別の活動を行ってもかまいません。ただし担当の先生に確認を取ること。）
3 　次の時間の確認：研究を進め、松鵬祭発表に向けて内容をまとめます。


まつナビ
